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2 P-l メキシコにおける幼稚園児の母殺のしつけ観

金田正一

(旭川大短大)

目的 メキシコにおける幼稚園児の母親のしつけにおいてZ重視することおよび人間観社

会観を明らかにする。

方法調査票を配布し、その場で記入してもらい回収する方法をと勺た。公立幼稚園4、

私立幼稚園2の計6閤で、子どもが通園している母親11 3名を調査対象にし、 2000

年11月にメキシコシティーで実施した。

結果 1。母親が子どもに身につけてほしいことは、第一順位では、基本的な生活習慣、

責任感、自主性のl債である。第三順位まででは、責任感、自主性、基本的生活習慣の順で

あり、いずれも子どもの性別による性差はない。

2。子どもを産み育てる意味については、家旋の結びつきを強める、次の社会をつくる世

代を育てる、出産育児によって自分が成長するをあげるものが多い。

3。母親が小学校3、4年生だったころと比較して現在の同学年の子どもをみると、幸福、

健康、自主性に関しては優れているとするが、礼儀正しさ、同情心については劣っている

考えている。

4。人間観社会観については、現在を楽しむことがもっとも大切と考えており、メキシコ

は本当によい園だ、一生懸命努力すればきっと幸せになれる、世の中のことはお金で決ま

ることが多いと考えている。

5。母親の年齢とのクロス集計結果は、当日発表する。

2 P-2 食事調査法の違いによる栄養摂取状況の比較
0武藤慶子 西明員理 加瀬綾子

(県立長崎シーボルト大)
【目的】同一対象者に対して、 1日当たりの食事記録法と食品頻度法による調査を実施し、食事調

査における妥当性について比較検討することを目的とした。【方法】調査期間は、平成 11年8月・

9月の平目。対象はN短期大学およびS大学の女子学生計 38名であった。食事調査は、 1日当た

りの食事記録法(以下 DR)は自己により料理名、食品名および数量を記入、管理栄養士によって面

接後、摂取量を確認し、四訂食品成分表で栄養価算定を実施した。食品頻度法は佐々木等 (Sasaki
et al (1998) J Epidemiol 8:203-215)の開発による半定量食物摂取頻度調査票(以下 DHQ)で行っ

た。両調査法による結果の比較は%差 (DトーQDR)/DRで行った。【結果】栄養素等摂取状況は全体

的に DRの調査結果がDHQよりは高い傾向がみられた。これはDRが1日の摂取状況から算出される

ものであり、 DHQが過去 1ヶ月前の食習慣から算出されるためと考えられた。
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